
　実感を通して子どもが理解できる授業の工夫

一小学校６年理科「月と太陽」の実践を通してー

Ｉ　はじめに

　１　教師としてめざしたい姿

　子どもを育てる「専門職」としての教師には，子ど

もに十分な学習内容を身につけさせることのできる授

業力が備わっている必要があると思う。

　そこで私は，教職大学院での学びを活かして，子ど

もに「分かった！」「できた！」という達成感や知的な

楽しさを持たせられる授業の実現を目指し，教師力向

上実習に取り組んだ。そして，将来少しでも授業力に

自信を持って教壇に立ちたいと考えた。

　２　豊田市立堤小学校での学びを通して

　豊田市立堤小学校には，約１年半，学校サポーター

としてお世話になった。　６学年を中心に各学年を回り

ながら，授業観察や補助，机間支援などの多くの機会

を設けていただいた。こうしたたくさんのご配慮のお

かげで,子どもを理解する上での心構えや方法,また，

指導力の基礎を身につけることができたと思う。

　堤小学校では授業において，一つ一つの細やかな準

備や指導の工夫によって，子どもが意欲的に学習に取

り組み,学習内容をしっかりと理解していた。これは，

教師の一人一人の子どもの成長に対する熱い思いの表

れであると感じた。また，様々な工夫や準備を積み重

ねていくことが，教師自身の子ども理解や指導の充実

につながっていくことを学んだ。

　学級づくりについて，教職大学院での理論的・実践

的授業や学校サポーターを通して，また教師力向上実

習Ｉにおいて,多くの貴重な学びを得ることができた。

　また，授業づくりの大切さについて，私は教師力向

上実習Ⅱで学んだが，実習の始め頃は，指導案を作成

することや授業を指導案通りに進めることに精一杯

であった。

　そこで，実習期間を通して子どもが「分かった！」

　「できた！」という達成感を持ち，学習内容を十分に

理解するための授業構成や指導の仕方を工夫して授

業を進めたいと考えた。

n　主題設定の理由

　１　めざしたい授業像から

　私は以前，教師主導で教えることが一番大切だと考

えていた。「子ども主体で」とは言っても，やはり教師

が一生懸命になって子どもに教えることで，子どもに

学習内容を理解させることができるというような感覚

があった。
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　しかし，学校サポーターでの様々な授業や子どもの

様子を見る機会を通して，子どもが実際に体験をする

なかで，学習内容をより深く理解するようになること

が分かった。そこで私は，授業に体験活動を組み込む

ことで，知識を教え込む授業よりも理解が深まり，子

どもにとって知的な楽しさを味わうことができるので

はないかと思うようになった。

　一方で，体験活動を取り入れることだけで学習内容

を深く理解させることができるのかという疑問があっ

た。体験したことが深い理解に結びつくためには，さ

らに別の手立てが必要ではないかと考えた。

　２　体験活動から「実感を通した理解」へ

　９月に行った教師力向上実習Ⅱでは，豊田市立堤小

学校６年１組において，理科「月と太陽」の授業実践

を行った。そこで本稿では,小学校理科に焦点を置き，

論述していく。

　（１）新学習指導要領から

　新学習指導要領において，小学校理科では，「実感を

伴った理解」を重視するように示されている。すなわ

ち，単に体験するだけではなく，体験から学びを実感

することが大切であると考えられる。

　そこで，まずは小学校理科の指導において，学習指

導要領では「実感」をどのように捉えているのかを見

ていきたい。

　（２）小学校理科における「実感を伴った理解」

　　　　とは

　小学校理科の目標（注１）には，以下のように記され

ている。

　自然に親しみ，見通しを持って観察，実験等を行い，

問題解決の能力と自然を愛する心情を育てるととも

に，自然の事物・現象についての実感を伴った理解

を図り，科学的な見方や考え方を養う。

　　「実感を伴った理解」という文言は，平成20年度

の改訂で加えられた。ここでの「実感を伴った理解」

には，三つの意味がある。

　①具体的な体験を通して形づくられる

　子どもが自らの諸感覚を働かせて，観察，実験など

の具体的な体験を通して自然の事物・現象について調

べることにより，それによって形づくられる理解であ

る。これは，自然に対する興味。関心を高めたり，適

切な考察を行ったりする基盤となる。
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　②主体的な問題　決を通して得られる

　理科の各学習は，学習課題，予想・仮説，観察・実

験の計画や実施，結果処理，考察，結論という問題解

決のための一連の探究活動によって構成されている。

自らの問題意識に支えられ，見通しを持って観察・実

験を中心とした問題解決に取り組むことにより，子ど

もが自らで問題解決を行ったという実感を伴う理解を

図ることができる。

　③実際の自然や生活との関係への認識を　む

　自然の事物。現象の性質や働き，規則陛などが実際

の自然の中で成り立っていることに気づいたり，生活

の中で役立てられていることを確かめたりすることに

より,実感を伴った理解を図ることができる。これは，

理科を学ぶことの意義や有効性を実感し，学ぶ意欲や

科学への関心を高めることにつながる。

　なお，中学校理科の目標には，「実感を伴った理解」

という文言が含まれていない。つまり，小学校理科の

学習において，理解には「実感」が伴っていなければ

ならならず，小学校理科で特に重視したい観点だとい

うことが分かる。

　以上のようにノ」ヽ学校理科の学習指導要領では，「実

感」を通した理解を重視することが示されている。

　３　実感のある学びの三要素

　露木和男（注２）は，『実感するとは，小さな出来事

であっても，「そうか，これだ。」「そうか，そういうこ

とだったのか。」と深い納得があるもの』だと述べてい

る。

　（１）実感のある学びとは

　露木の考える「実感のある学び」の三要素を以下の

ようにまとめた。

　①問題意識の持続

　自分の中に問題を温めている状態かおること。考

えていて袋小路に入ったようなつらい悩みではなく，

考えていること自体が「至福」のような状態である。

　②異質なものとの出会い

　実感を通した問題の解決には，全く異質だと思われ

るものが関わっていること。

　子どもが問題にしていることと一見関係がないよ

うな事象がつながったとき，そこに「解決の感覚」を

持つことができる。

　③経験の再構成

　これまで見えていたものの見え方に明らかに変化

が起きていること。

　現象・事象には何も変化がなくても，見る側か経験

の再構成をすることによって，新しい変化を捉えるこ

とができる。

　以上の三要素が統合されて，初めて「実感のある学

び」になる。

　（２）「実感」を通した理解をめざすこと

　　「実感」を通した学びの理解のためには，直接体験

だけがあれば良いのではない。子どもが主体的に問題

について考え,予想していない新しい関わりに気づき，

　「そうか，そういうことだったのか。」と深く納得でき

る，そういうまとまりが，「実感」のある理解になる。

　これは，教師主導の教え込み教育では叶わない学び

である。「実感のある学び」の三要素を意識した授業の

工夫をめざすことは，学習内容を理解させることだけ

でなく，子どもの関心・意欲を引き出すことにもつな

がるのではないかと考える。

　４　実感を通して子どもが理解できる授業の基本的

　　　な考え方

　学習指導要領や露木の考え方を踏まえ，「実感を通

して理解できる授業」の基本的な考え方について，以

下のようにした。

（１）子どもが具体的な体験を通して学習内容を

　　理解し，学ぶことの楽しさが分かる授業。

（２）子どもが疑問や予想を持ち，体験や実験を

　　通して，自分の力で問題解決できる授業。

　そこで，実感を通して子どもが理解できる授業の基

本的な考え方を受けて,小学校６年生理科｢月と太陽｣

の単元で実践を行った。

Ⅲ　小学校６年理科「月と太陽」の実践の構想

　１　子どもの実態

　学級の子どもは理科の授業での実験を楽しみにし

ており，積極的に学ぼうとしている。また，理科の学

習では経験や知識，自分なりの考えに基づいて根拠を

持ち，自然の現象・事象を捉えている。その反面，現

象・事象について,自分なりに考えた間違った解釈や，

間違った概念を持っていることがある。

　２　子どもに育てたい力（単元のねらい）
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①具体的な体験を通して，身近な天体である月と

　太陽に興味・関心を持ち，月と太陽の位置関係

　や月の形の変わり方について理解することがで

　きる。

②自分なりに予想や推論ができ，目的意識を持つ

　て実験を行い，月の位置や特徴についての見方

　や考え方を持つことができる。



３　学習指導計画

（１）学習指導計画（５時間完了）

　４　単元のねらいにせまるための手立て

　（１）実験方法のエ夫　＜手立て１＞

　①できるだけ実際の天体の位置関係に近くモデル

　　化する。

　理科の学習の対象としては，「見えるものJF普段は

見えにくいもので，拡大したり手を加えたりすること

で見えるようにしたもの」「手を加えたりしても見るこ

とができないため，モデル化して見えるようにしたも

の」の三種類があると考える。

　　「Ｂ生命・地球（地球の周辺）」の領域において，

３,４年生では地球から目に見える太陽や地面の様子，

月や星の動きの変化を観察してきた。しかし，宇宙空

間として立体的にとらえ，自分の視点を「地球」それ

自体とし，空間に位置する天体の位置関係をとらえる

学習は，６年生で初めてである。

　そこで，できるだけ実際の月。太陽・地球の位置関

係が分かるようにモデル化したもので，子どもが実験

を行う必要がある。そうすることで，本物の天体への

想像を豊かにし，正しく理解することができるのでは

ないかと考える。

　今回の実践では,子どもの目線を「地球からの視線」，

ボール（ソフトボール）を「月」，光源装置を「太陽の

光」に置き換える（モデル化する）ことで，子どもは

月・太陽・地球の位置関係を理解しやすくなるように

工夫した。

　②「宇宙からの視点」と「地球からの視点」の両方

　　から，月。太陽。地球の位置関係を見る。

　宇宙を立体的にとらえ，月・太陽・地球の位置関係

を理解するには，月・太陽・地球を「宇宙から見る客

観的な視点」と「地球から見る視点」の両方から考え

る必要がある。そこで，「宇宙からの視点」「地球から

の視点」の両方の視点での実験方法を考えた。

　③実感を通して理解できることをめざして，実験

　　方法を複数試してみる。

　　「月の形の変わり方」や「月。太陽。地球の位置関

係」を理解するための実験方法をいくつか考えた。そ

のなかから三つを選んで予備実験を行い，どの実験が

ねらいを達成するために一番有効であるかを考えた。

　［表１］が予備実験を行った実験方法である。

　実際の授業では，実感を通して子どもが理解できる

授業の基本的な考え方を踏まえ，以下の三つの観点を

満たしている実験方法③を行うことにした。

・子ども一人一人が確実に月の形の変わり方を調べる

　ことができるか。

。実験方法が明確で，自分の予想と実験結果との検証

　がしやすいか。

・実験結果を図に整理して表しやすいか。その記録が

　見やすいか
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[実験方法１]

表１［予備実験を行った実験方法］

[実験方法２]

[実験方法３]
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　（２）学習シートのエ夫＜手立て２＞

①「宇宙からの視点」と「地球からの視点」の両方

　　を記録できるようにする。

　教科書（注３）には，以下の図が記載されている。こ

れは，月・太陽・地球の位置関係や，太陽の光が当た

る月の面の様子を捉えることができる図である。

　　図１［太陽の光が当たる月の面の様子の図］

　ボールを月に見立てた実験をした場合，子どもは

　「地球から月を見る」という視点でボールを見ている。

しかし，この図を見る子どもの視点は，「宇宙から，太

陽，地球，地球の周りを動く月を見る」という視点に

なる。つまり，子どもは言わば一旦地球から離れて，

宇宙に浮かびながら，これらの位置関係と月への光の

当たり方を見なければならないのである。したがって，

実験のなかで，「宇宙からと地球からの視点の違い」に

よる月の見え方を理解する必要があると考えた。

　そこで，「宇宙から」の視点で月の見え方を見て記

録でき，次に「地球から」の視点で月の見え方を見て

記録できるような学習シート（図２）を考えた。
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　学習シートには，「宇宙から」の視点と「地球から」

の視点の両方からの月の見え方を調べて記録できるよ

うにするため，月の軌道の図を二つ載せた。

　　「Ａ」から「Ｈ」は宇宙からの視点での月の見え方

を記録するものであり，「ア」から「ク」は地球からの

視点で月の見え方を記録するものである。

　②実験結果を正確に記録することができるように

　　する。

　月の形の変わり方を理解するためには，以下の２点

の両方が記録でき，この２点に着目して考察できるこ

とが求められる。

　ア。月は，太陽とどのような位置関係にあるのか。

　イ。月と太陽の位置が変わると，月にはどのように

　　　光が当たって見えるのか。

　以上の二嘸を踏まえ，学習シートと同じ様式にする

ため,学習シートの月の見え方を記録する図を拡大し，

ボールを動かす位置を示した（月の軌道のシートバ図

３）を，班に１枚ずつ用意した。

　用紙のサイズは,ボールの大きさに見合うようにA3

サイズにした。

図３[ボールを置く位置を示した｢月の軌道のシート｣]

　(３)目的意識を持って実験を行うためのエ夫

　　　　＜手立て３＞

　①前時において次時につながる問題について予想

　　を立てるようにする。

　次時にっながる問題について，あらかじめその前時

の最後に予想を立てておく。そうすることで，以下の

２点が期待できると考えた。

　ア。次時にっながる問題について考える際に本時

　　　に学んだばかりの新しい見方や考え方を根拠に

　　　しながら，予想を立てようとする。

　イ。１時間の最後に予想を立てておくことで，問題

　　　への関心が持続する。また，次時において，問

　　　題にっいての検証の意欲が高まる。

　このように前時に予想を立てさせることで，前後

の繋がりのある授業展開ができる。また，子どもの予

想を参考にして，授業展開を工夫することができる。図２［学習シート］



　②実験結果をまとめ，予想と照らし合わせながら

　　実験の考察ができるようにする。

　問題解決の過程では，問題解決の中核である「観

察。実験」の後には，［表２］の流れが不可欠である。

表２[観察一実験以降の問題解決の過程](注４)

　　　　(｢観察一実験｣前の過程は省略)

　子どもは，「実験結果を整理すること」と，「実験結

果から考察すること」とを区別して書くことが難しい

だろうと考える。

　そこで，学習シートには，「結果を書く欄」と「考

察を書く欄」とを分けておき，それぞれについての記

入項目を具体的にした。

Ⅳ　小学校６年生理科「月と太陽」の実践

　単元のねらいにせまるための手立てを検証するた

めに, 3/5時間日の理科の授業実践を中心に以下，

述べていく。

　１　「なぜ，月は色々な形を見せるのか。」

　　（２／５時間）の授業

　２／５時間日の月の光と太陽との関係についての

学習の最後に「なぜ，月は色々な形を見せるのか。」

という課題について予想させたところ，以下の①から

③の意見が出た。

①　「太陽の光の当たり方がちがうから。」

　　　「太陽の光の見え方がちがうから。」

　①の意見から，子どもは三日月や満月に見える理由

を，月の輝きと太陽の光とを関連づけて考えることが

できていることが分かる。このように，月の形が月と

太陽との位置関係に関わりがあると思っている子ども

については，実際に月と太陽の位置がどのようになる

と月の見え方が変わるのか，ということについて理解

させたいと考えた。

　一方で，②のような予想を持っている子どももいた，

②

　この考え方の場合は，月が見せる色々な形には太陽

の光が関係していることは理解できている。しかし，

地球や月の動き方については理解しておらず,「太陽が

動いている。」と認識している。地球は太陽の周りを回

っていること，また，月は地球の周りを回っているこ

となど，惑星の動きを正しく理解させた上で，月の満

ち欠けについて考えさせる必要があると感じた。

　また，前時までの学習内容について，③ように誤っ

た考え方を持っている子どももいた。

　　　「太陽も月もどちらも光を出している。」

③　「月は欠けたり満ちたりしている（細くなった

　　　り膨らんだりしている）。」

　③のように誤った考え方に対して教師が正しい知

識のみを与えても，実感を通して理解をしなければ，

再び誤った知識を持ってしまうことも考えられる。そ

こで，実体験を通して正しい現象を理解させる必要が

あると考え，次時の授業を行った。

　２　「月の形が日によって変わって見えるのはなぜ

　　　だろう。」（３／５時間）の授業

　（１）本時の目標

　　①月の位置や形と太陽との関係について，予想や

　　　推論ができる。【思考。表現】

　　②月の形の見え方について，実験を通して正確に

　　　調べることができる。【技能】

　　③月の形の変わり方や太陽との位置関係につい

　　　て，実験結果を根拠にまとめることができる。

　　　　【知識。理解】

　（２）学習過程
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　　（３）授業の実際と考察

　＜手立て１　実験方法のエ夫について＞

　①天体の位置関係をモデル化した実験を行う。

　ア。実験の手順

　実験は，理科室を暗幕で暗くし, 6, 7名１組で

５組の班を作った。４名ほどの班にすればより実験

をしやすく記録も取りやすかっただろうと思われるが，

光源装置の状態と数によってこのようにした。

月の軌道と同じように反時計回りこ調べるように指導

した。

　まずは，ボールが三日月に光って見える位置から

実験を始めた。次に真横からの地球の視点でボール

を見た。

　子どもにとって，まずは三日月の形が見える二と

が最も関心を引くだろうと考えたため，三日月の形が

見える「ア」の位置から実験を始めるように指示した

　（資料１）。

　イ。子どもの反応

　子ども全員が，ボールを使った月の形の変わり方を

見る二とができた。子どもからは，真上からの宇宙の

視点でボールを見て，「半月だ。」という声が上がって

いた。次に真横からの地球の視点で見る見方が難し

いようだったが，視点が分かるようになると，本当に

三日月の形に光って見えることに驚いていた。

　資料１［光源装置でボールに光を当てている様子］

　②「宇宙からの視点」と「地球からの視点」の両方

　　の視点で月を見る。

　班の子ども同士で，「そっちから見るのは宇宙だよ。

こっちから見ると地球からの月の見え方が分かるよ。」

　「次にボールを動かすと満月になるんじやないかな。」

　「また半月になった。」などと，協力して，ボールの位

置を変えるたびに正しい視点を教えあいながら実験を

行っていた。

　こうした子どもの会話から，子どもは「宇宙から」

と［地球から］の視点で調べることができ，月の見え

方のちがいを理解できたことが分かる。二の二とがら，

実験方法3 (p.4　表１）を行うことは有効であったと

いえる

　一方で，授業では，教師の見本を見せずに実験の手

順や視点の変え方などを説明し，実験を始めさせた。

そのため，はじめは月を見る視点や記録の仕方を間違

えてしまう子どもがいた。

　このことから，実験の順序を簡潔に板書すること，

模範実験を行い，実験内容や方法を共通理解させてお

くことといった基本的な手順によって，子ども全員が

日的意識を持って実験に取り組む二とができると考え

られる。

　　＜手立て２　学習シートのエ夫について＞

　①「宇宙からの視点」と「地球からの視点」の両方

　　を調べ，記録に残す。

　学習シートの月の見え方を記録する図には，光が当

たっている部分は色を塗らずに残し，光が当たってい

ない陰の部分を黒く塗るように指導した。ほとんどの

子どもが，学習シートに正しい結果を残す二とができ

ていた（資料２）。

　　資料２［子どもが月の形の変わり方を記録した

　　　　　　学習シート］

　②実験結果を正確に記録する。

　実験結果を正確に記録するるためにボールを動か

す位置を示した「月の軌道のシート」(p.5　図３）と

学習シートの月の見え方を記録する図とを同じ様式に

した。これによって，机上で実験をしている際のボー

ルの位置や光の当たり方に対応させて，学習シートの

同じ位置に結果を記録することができる。ボールを動

かす位置を示し，太陽と月の位置関係や，そのときの

月の形を正しく見る二とができるようにした。
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　実験では，学習シートと月の軌道のシートについて，

　「太陽の光」と書かれている側に光源装置があるよう

に方向を合わせ，アからク（外側の月の軌道）が全て

光の幅の中に入って照らされるように位置を調節させ，

ボールを置かせた。

　　ア。見え方を記録することができたか。

　子ども全員が「ア・イ・ウ・エ。ク」の結果は正確

に記録できていた。一方，「オ・カ・キ」の陰の部分を

左右逆に記録をしている子どもが35人中５人いた（資

料３）。

　　資料３［オーカーキを逆に記録した子どもの

　　　　　　学習シート］

方法を子ども全員に理解させられていなかったことが

課題として残る。

　しかし，ほとんどの子どもが正しく記録できている

ことから,学習シートの月の見え方を記録する図と「月

の軌道のシート」とを対応させたことは有効であった

といえる。

　＜手立て３　日的意識を持って実験を行うため

　　のエ夫について＞

　①２時間目に，本時３時間日につながる問題につ

　　いて予想を立てる。

　３時間日の実験の前時の最後に「なぜ,月は色々な

形を見せるのか。」についての予想を立てた。児童Ａを

例に挙げると，予想は［資料４］のようであった。

　　　　　　　資料４［児童Ａの予想］

　実際，地球から見る月の満ち欠けは，月の右側から

段々と光が当たり，満月を経て，右側から陰になり，

陰が広がっていく。

　つまり，「オ・カ・キ」の陰の部分を左右逆にして，

記録した子どもは，「オ・力・キ」の位置のボールを見

る際，子どもにとって月の右側が光って見えているこ

とから，「地球からの視点」で見ることはできていると

言える。

　イ。記録の取り方に関する指導の不足

　記録の取り方を間違えてしまった原因は，大きく以

下の２点であると考える。

　。正しい視点から見ることはできたが，「エ」を調

　　べた後，太陽（光源）の方向に合わせてある学習

　　シートの向きを動かしてしまった。

　・月の形を見る場所と記録を取る場所が違ったこと

　　により，見たとおりに記録を残すことができなか

　　った。例えば,月の軌道の図の半分から「ア。イ。

　　ウ」側に回って立ち，月の形を調べた後，「オ・カ。

　　キ」側にある自分の座席に戻って記録したとする。

　　その際，月の形を見た状況通りに記録することは

　　とても難しい。

　このことから，子どもがつまずきやすいポイントを

把握しきれていなかったこと，学習シートヘの記入の

　つまり児童Ａは，太陽が動いて月に光を反射させて

いるのだととらえていた。

　３時間日の実験後の考察「月の形の変わり方につい

て，太陽と月の位置関係からまとめよう。」の欄には，

［資料５］のように記している。

　　　　　資料５［児童Ａの実験後の考察］

　　「月と太陽」の単元５時間終了後，子どもに「月と

太陽の学習を通して分かったこと」や，「もっと知りた

いこと」などを書かせた。児童Ａの感想の一部には,［資

料６］のように書かれていた。

　　　資料６［５時間終了後の児童Ａの感想］

　児童Ａと同様に，他のほとんどの子ども結果を正し

く捉えられており，自分の予想と比べて考えることが

できていた。また，「太陽が動く」という間違った考え

方を持っていた子どもは，実験を通して正しい事象を

理解することができた。
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　このことから，子どもが予想を立てることは，何を

調べるための実験なのか目的意識を持たせるために重

要であることが分かった。そして，目的意識を持って

実験に取り組むことで，自分の予想と実際とを結びつ

けたり違いや規則性を学ばせたりすることによって，

学びを「実感」できるのだと分かった。

　しかし，子どもに予想を立てさせただけでは，全員

が考察を書けることにはつながらなかった。「予想と比

較して，どうだったと言えるのか。」「そこから何か分

かるのか。」といった,科学的な見方や考え方を育てる

ための指導が，今後の課題である。

　②実験結果を整理し，結果から分かることを考察

　　する。

　学習シートに，「実験結果を整理する欄（月の形の

変わり方について，実験の結果を見て分かることを書

こう。）」と「考察を書く欄（月の形の変わり方につい

て,太陽と月の位置関係からまとめよう。）」を分けて，

子どもはそれぞれについて記述をした。

　３時間目の実験の前時の最後に，「なぜ，月は色々

な形を見せるのか。」についての予想を立てた際,児童

Ｂは,「太陽の光があたってるぶぶんしか月は光って見

えないから，太陽の場所が変わると月の光るぶぶんが

変わる。（原文抜粋）」と予想していた。

　実験を終えると，児童Ｂは以下のように記述した

　（資料７）。

　　資料７［児童Ｂの実験結果（左）と考察（右）の欄］

きた。　したがって，実験結果と考察を分けるように意

識してまとめることは有効であった。

　しかし，結果を記人する欄が「実験の結果を見て分

　　　　　　　　　　　　　　　　-かること」としたため，実験の結果をまとめるのでは

なく，考察を記述している子どもも見られた。また，

考察の欄の，「太陽と月の位置関係」の意味を子どもが

理解できず,何を書いたらよいのか迷う姿があった（資

料９）。

資料９［実験結果の欄に考察を記述した児童Ｄ］

　児童Ｄのような子どもの様子から，質問の意図が的

確に伝わるような分かりやすい表現が必要不可欠であ

ることが分かった。例えば,考察の欄には,本時の「月

の光が日によって変わって見えるのはなぜだろう。」と

いう学習課題について記述させたほうが書きやすかっ

たのではないかと考える。

　本実践では，結果と考察を分けてまとめるための指

導が十分にできなかったことが課題である。また，発

達段階に応じた表現にし，結果を考える時間や書く時

間を十分に確保する工夫も必要であった。

Ｖ　実践の成果と課題

　１　成果

＜実験方法の工夫＞

。月，太陽，地球の位置関係をモデル化した実験を通

　して，子どもは月の形の変化に関心を持ち，見通し

　を持って実験を行うことができた。

。「宇宙から」，「地球から」の両方の視点で月の形の変

　わり方を調べることで，子どもは天体を立体的に捉

　えながら，月と太陽の位置関係と月の形の変わり方

　について理解できた。

＜学習シートの工夫＞

。「宇宙から」，「地球から」の両方の視点で見た月を図

　に整理して表すことで，「月の位置によって形が変

　わって見えること」「地球から見ると月の満ち欠け

　が見えること」などを理解することができた。

＜目的意識を持って実験を行うための工夫＞

。前時の最後の時間に，次時につながる問題について

　予想を立てることで，子どもは新しい見方や考え方

　を使って予想を立てることができた。また，問題へ

　の関心が持続し，前後に繋がりがある学習をするこ

　とができた。

　２　課題

＜実験方法の工夫＞

・正しく実験を行うためには，「宇宙から」と「地球か

　ら」の両方の視点を理解することが不可欠であった。

　児童Ｂは，実験結果の欄（左）に，実験で見た結果

を書くことができている。考察の欄（右）には，月の

形の変わり方について，月が動くことと太陽の光の当

たる場所の関係についてまとめることができている。

　さらに実験を通して，「太陽は動いていない。」こ

とを理解することができた。

　また，児童Ｃも同様に実験結果と考察とを分けて

考えることができている（資料８）。

　　資料８［児童Ｃの実験結果（左）と考察（右）の欄］

　児童Ｂと児童Ｃを含め，多くの子どもは，実験結果

と考察とを分けたことにより，月の形と月と太陽の位

置関係に着目し，月の形の変わり方のしくみを説明で
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　しかし，実験の手順を板書し，師範実験を行わなか

　ったため，視点を変えて月を見る方法が分からずに

　戸惑う子どもがいた。

＜学習シートの工夫＞

。学習シートに記入する際に，子どもがつまずきそう

　な点を把握しておらず，学習シートの説明が不十分

　であったため，結果を正しく表せない子どもがいた。

＜目的意識を持って実験を行うための工夫＞

・実験結果を整理することと，結果から考察すること

　を分けて考えさせるために，実験結果を整理する欄

　と考察の欄とを分けて書かせた。　しかし，それぞれ

　の質問の意図が的確に伝わらず，実験を整理してま

　とめさせるための十分な指導ができなかった。

VI　おわりに

　　「月と太陽」の単元５時間終了後に，子どもに「月

と太陽の学習を通して分かったこと」や，「もっと知り

たいこと」などを書かせた。そのなかで，以下のよう

に記述した子どもがいた。

．「新月をべんきょうして思ったんですが,新月とかい

　きにっしょく（皆既日食）のちがいがわからないので

　もっと調べようと思いました．」

．「太陽は何でずっと燃え続けているのだろう？」

．「月が満月と新月の時に海で,潮が大きく動くことに

　ついて知りたい．」　　　　　　　　（原文抜粋）

　このような子どもの感想から，子どもは意欲的に学

習に取り組み，月と太陽について興味関心を持ちなが

ら，問題意識を持続することができていたのだと分か

る。自分なりに主体的に問題解決をしたり学習内容を

理解したりしたことによって，それに関する新しい疑

問がわいてきたのだと思う。

　このような子どもの変化は，教師主導の授業では叶

わなかったのではないかと考える。子どもが自ら問題

意識を持つことができ，主体的に学習に取り組めたこ

とによって，新たに興味・関心が広がる姿を見ること

ができた。

　子どもが探究心と知的楽しさを持てる学習には，教

師自身も探究心を持って教材や子どもと向き合うこと

が不可欠であると考える。実習では，授業のために予

備実験をしたり授業の工夫を考えたりしてみても，子

どもがつまずきそうな点を予想できなかったり，工夫

した点が直接学習内容の理解につながらない場合もあ

った。

　しかし，教師としては，日々の実践の中で新たに生

まれた課題を活かし，どのように変えていこうかとす

る姿勢を持ち続けられることが理想である。子どもが

意欲的に学ぶ姿や成長していく姿を楽しみに探求心

や向上心を持ち続けられる教師を目指したい。
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